
  

本講座は、平成 16 年度から県の施策としてスタートしました。これまでに小・中学校は 2,409 名、高等学

校は 1,171 名の方が修了しています。また、特別支援学校は、平成 26 年度から「教育相談コーディネータ

ー養成研修講座３」として 267 名の方が修了し、今年度９年目を迎えました。 

 

 

 

  

 

 

小・中学校は受講者 114名で、全６日間（机

上研修含む）の日程を行いました。  

チーム支援をテーマに、教育相談コーディネーターの役割や児童・生徒が抱える困りを理解するための講義、

ケース会議演習等を通して、学校内外の人的・物的資源をコーディネートできる人材の養成を目的として実

施しました。 
 

 小・中学校  ＜内容＞ 

１日目  ｢学校教育相談の現状と課題」  

東京成徳大学教授  石隈利紀氏  

「学校コンサルテーションの基礎と援助シートを活用したケース会議」  

東京成徳大学教授  石隈利紀氏  

机上研修

① 

「プロフィールシートとケース会議シート」  

県立総合教育センター所員  

２日目  「保護者との協働」  

関東学院大学准教授  鈴木公基氏  

「ファシリテーターの役割と基礎技術」  

県立総合教育センター所員  

「不登校の理解と支援～学校危機のための予防策～」 

法政大学教授  渡辺弥生氏    

机上研修

② 

「関係機関との連携①～フリースクール等～」 

特定非営利活動法人子どもと生活文化協会顧問  和田重宏氏  

「インクルーシブな学校づくり～ユニバーサルデザインと合理的配慮～」  

神奈川県教育委員会インクルーシブ教育推進課  

「個別の指導計画と支援シートの作成と活用」                                

県立総合教育センター所員  

令和４年度  

「教育相談コーディネーター養成研修講座」 

        終了しました！  

小・中学校  

「教育相談コーディネーター 

養成研修講座１（小・中学校）」 



３日目  「気になる子どもの理解と支援～学校危機のための予防策～」 

県立総合教育センター所員  

「ケース会議シートを活用したケース会議①・②」  

                                              県立総合教育センター所員  

机上研修  

③ 

「校内支援体制と教育相談コーディネーターとしての取組」  

公立小学校教諭  

「校内支援体制と教育相談コーディネーターとしての取組」  

公立中学校教諭  

４日目  「関係機関との連携②～児童相談所～」  

児童相談所  

「スクールソーシャルワーカーの役割と連携について」  

神奈川県教育委員会スクールソーシャルワーカー  

「関係機関との連携③～特別支援学校～」  

県立特別支援学校教員  

「ケース会議シートを活用したケース会議③・④」  

教育事務所、県立特別支援学校教員、県立総合教育センター所員  

５日目  「ケース会議シートを活用したケース会議⑤・⑥」  

県立総合教育センター所員  

「協働チームと教育相談コーディネーター」          

東京成徳大学教授  石隈利紀氏  
 

 

～「教育相談コーディネーター養成研修講座１（小・中学校）」受講者のアンケートより～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〇全６回のケース会議演習では、様々な役割を順番に行う中で、学ぶ事が多くありました。Ｃの見

立て方や司会の役割、時間をかけるポイント、参加した人が気持ちよく終わるにはなど、実際に

演習を行うことで学ぶことができました。今年、ＣＯ２年目なのですが、１年目は手探りの部分が

多かったので、今回研修をうけることができて、様々なことを学ぶことができてありがたく思いま

した。 

〇さまざまな切り口からコーディネーターとしての心構え、立ち位置、ケース会議の持ち方まで幅広

く学習できました。どう取り組んでよいのか、何も分からぬまま受講をはじめた自分でしたが、少

しずつではありますが、学校現場でのコーディネーターとしての役割を自覚してきたところです。

ケース会議の話し合いのルールにもあった、多面的な視点から意見を言い合えるのがケース会

議の良さだと思います。心に残る言葉として、石隈先生の講義の中で、「自立とは依存しないこ

とではなく、依存先を増やすことだ」というのがあります。協働・連携して、皆で考えていくケース

会議を提供するコーディネーターになりたいと思います。  

〇いろいろな学校の取り組み、他機関との連携の大切さなどを学び、とても勉強になりました。そし

て、ケース会議の実践は、何より経験することが大切で力になると思いました。貴重な経験がで

き、いろいろな視点から見ること、チームで考えていくことが大切であると思いました。すでに、

CO の方から実践例などをうかがえて、とても参考になりました。また、中学校の他種の視点もう

かがうことができて、縦の連携について改めて大事であると思いました。教育相談コーディネー

ターになることがあれば、今回の研修で得たことをいかしていきたいと思います。子どもたちは、

もちろん、保護者、そして教員間も大切にし、風通しよくチームで対応していきたいです。  



 

 

 

 

 

  

高等学校は 58 名の受講者により、５月１６日

（月）から研修が始まりました。 

 

インクルーシブ教育の推進に向けて、生徒が抱える諸

問題への適切な支援と校内の教育相談体制の構築

を目指し、教育相談、生徒理解、個に応じた学習支援

及びケース会議の進め方等の知識・技能を高め、学

校内外の人的・物的資源をコーディネートできる人材

を養成することを目的として実施しました。12 月の研

修最終日までの机上研修を含めて７日間、受講者は

教育相談コーディネーターとして実践力を高めるため

に、講義と演習に取り組みました。  

 高等学校  ＜内容＞ 

机上研修

① 

「神奈川の支援教育と教育相談コーディネーターの役割について」  

県立総合教育センター所員  

１日目  「高校生の心理学的援助について」 

筑波大学准教授  飯田順子氏  

「思春期の精神症状への理解と対応～子どもの自傷と自殺、その周辺～」  

横浜市立大学附属病院助教  宮崎秀仁氏  

２日目  「発達障害の理解と支援」 

県立総合教育センター所員  

「ケース会議の進め方～生徒理解を深めるために～」  

県立総合教育センター所員  

３日目  「ケース会議の進め方～ファシリテーションの視点を踏まえて～」  

県立総合教育センター所員  

「不登校の理解と支援について」 

                               関東学院大学教授  青戸泰子氏  

「ケ－ス会議①・②」 

県立総合教育センター所員  

４日目  「保護者との協働～カウンセリングの視点から～」  

県立総合教育センター所員  

「ケ－ス会議③・④」 

県立総合教育センター所員  

高等学校  

「教育相談コーディネーター 

養成研修講座２（高等学校）」 



５日目  「個に応じた多様な学習支援について」  

横浜国立大学准教授  後藤隆章氏  

「スクールソーシャルワーカーとの連携」  

子ども教育支援課スクールソーシャルワーカースーパーバイザー  宮﨑全代氏  

「ケース会議⑤・⑥」 

県立総合教育センター所員  

机上研修

② 

「スクールカウンセラーとの連携」  

県立総合教育センター所員  

「支援をつなぐ～支援シートの活用～」  

県立総合教育センター所員  

「教育相談コーディネーターの実際」  

県立高等学校教員  

「通級指導導入校の実際」 

県立高等学校教員  

「チーム学校として取り組む校内支援体制づくり」  

                                  県立総合教育センター所員  

６日目  「教育相談コーディネーターの役割と校内支援体制について」  

                                  県立総合教育センター所員  

「特別支援学校のセンター的機能の活用」  

県立特別支援学校教員  

「教育的ニーズのある生徒のためのキャリア支援について」  

早稲田大学教授  梅永雄二氏  

 

～「教育相談コーディネーター養成研修講座２（高等学校）」受講者のアンケートより～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 教育相談コーディネーターに必要なことは、生徒の援助ニーズを把握することだけでなく、各機

関との連携方法や資源の活用の仕方、チームワークやコミュニケーション能力、マネジメント力

など様々な知識や能力が必要だと実感した。  

○ 自殺行動、自傷行為に対する対応方法を具体的な数字や統計とともに講義していただいたの

で理解が深まった。具体的にやるべき言葉かけや、やらないほうが良い言葉かけがあげられた

ので今後実践していきたい。 

○ 発達障害の理解と支援についての講義で、様々な発達障害の特性を知ることができたので、

困り感がある生徒への具体的な支援の仕方について結びつけて考えることができた。  

○ 不登校生徒への対応や理解については、高校時点での不登校生徒への対応は遅い部分もあ

るが、いかに生徒を理解して周りと連携して予防していくかが大切だと感じ、より小さなサインも

見逃さないようにしたいと思った。  

○ 「ケース会議演習」では、事例提供者をやらせていただき、様々な先生方に話を聞いてもらい意

見を出していただき、見方が広がるだけでなく心が軽くなった。学んだことを校内でも活かして

いきたい。 



 

特別支援学校は、６月８日（水）より、 

3１名の受講者で、講座をスタートしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この講座では、アセスメント、コンサルテーション、カウンセリングを３つの柱としています。困っている子どもに

ついて、根拠をもとにアセスメントし支援を組み立てるために、さまざまな視点から講義・演習を行いました。  

毎回の研修で演習を多く取り入れながら、研修を実施しました。  

  

 特別支援学校  ＜内容＞ 

１日目  「特別支援学校のセンター的機能に期待されること」  

県立総合教育センター所員  

「学校心理学の基礎」  

帝京大学客員准教授  蒲地啓子氏  

「子どもの支援を４つの援助領域から考える～学校心理学の視点から～」  

帝京大学客員准教授  蒲地啓子氏  

２日目  「アセスメント（１）～行動観察によるアセスメント～」 

県立総合教育センター所員  

「子どもの心理社会的発達」 

県立総合教育センター所員  

３日目  「学校コンサルテーション」 

東海大学教授  芳川玲子氏  

「ケース会議をデザインする～ファシリテーションの基礎～」  

県立総合教育センター所員  

「中学校・高等学校での巡回相談におけるケース会議の実際」  

県立特別支援学校教員  

４日目  「アセスメント（２）～自閉スペクトラム症の理解～」  

県立総合教育センター所員  

「事例検討①・②」  

県立総合教育センター所員  

特別支援学校  

「教育相談コーディネーター 

養成研修講座３（特別支援学校）」 



５日目  「保護者との協働～カウンセリングの視点から～」  

県立総合教育センター所員  

「事例検討③・④」  

県立総合教育センター所員  

６日目  「事例検討⑤・⑥」  

県立総合教育センター所員  

「関係機関との連携」 

県立総合教育センター所員  

「インクルーシブな学校づくり～特別支援学校に求められること～」 

県立総合教育センター所員  

 

～「教育相談コーディネーター養成研修講座３（特別支援学校）」受講者のアンケートより～  

 

 

 

 

 

〇知識だけでは実践や行動につなげにくいところを、演習やグループワークを繰り返し設定して

いただけたことで、学んだことをどのように生かしていくかについても見通しをもつことができ

た。「学び続ける教員」となれるよう、これからも自己研鑽に努めていきたい。  

〇今ある自分の立場でもすぐにできることは何か、また日常的にアセスメントの観点をもち生徒

と関わり、教育を行うことの大切さなど、今できることを考える機会となった。  

〇教育相談コーディネーターの研修は、今まで受講した研修の中でも、たくさんの事例について

考えた学びのある時間になりました。事例に触れることで、自分の視野が広がっていくのを感

じました。研修でコーディネーターの地域での実践例をきくこともできたのがとてもよかったで

す。また機会があれば実践例をたくさん学びたいです。  

〇特別支援学校の教員としての役割を改めて認識することができた。教育相談コーディネータ

ー研修では、学校では学ぶことのできない深い内容が多く、演習を通して幅広い視点を知る

ことができた。悩みを抱えている生徒や、教員を取り巻く環境や、問題解決に向けての手順

を学ぶことができたので、ぜひ、学校で実践してみたいと思う。  

〇学校コンサルテーションにおいて、コンサルティがもたなくてはならない視点について、色々と気

付かされました。現象ではなく、子どもが困っていることの本質を探し出すことが必要であり、

支援の方針を出していく難しさ（大変さ）を学ぶことができました。 

〇事例検討の振り返りで「巡回相談に行って、その学校の先生たちをエンパワーする」ことも大

切な要素であると学んだ。エンパワーの方向は「すでに取り組んでいることを意味付けする」

というやり方もあると知り、引き出しを増やすことができた。巡回でそのような機会があったら、

実践してみたい。学び続ける教育相談コーディネーターになります。  


